
































1 ‒ 1 　実施スケジュール
　本節では、2019年度前期実施の「多言語で共に学ぶワークショップ」の





5 月 1 日（水） Googleドキュメントでの調査計画書提出締め切り
5 月22日（水）、 5 月29日（水） 中間発表




中国語グループ 日本 2 名2、中国 2 名、台湾 1 名
フランス語グループ 日本 4 名、タイ 1 名3
韓国・朝鮮語グループ 日本 3 名4、韓国 1 名
ドイツ語グループ 日本 2 名、オーストリア 1 名
2 　 2 名のうち 1 名は、中国語の学習経験がない学生。
3 　フランス語を母語とする学生の参加はなかった。
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学生 3 名、国内学生 8 名：うち 1 名は 2 回目以降辞退）、事後アンケート



























































　「日本語の方が多いが、グループの言語も使った」との回答が 3 分の 2



















た」を 4 として、 4 段階スケールで答えてもらったところ、「 3 」が 7 名、
「 4 」が 8 名と、作業が「大変」だったとみなす側に、回答が偏った。「ワー







































































































かってきた。具体的には、 1 ）知見の共有と自らの教授法の見直し、 2 ）
大学で外国語を学ぶ意味の再考、3 ）複言語能力や異文化間能力の再確認、
である。教員同士が相互に連携してはじめて、学生の共修活動を支え、促
すことができる、という我々自身の気づきにつながった。
おわりに
　以上、横浜市立大学で2019年度前期に実践した「多言語で共に学ぶワー
クショップ」について報告した。このワークショップは、2019年度後期に
も継続して実施した。後期では、上に述べたような課題をふまえ、以下の
点で改善を加えた。まず、前期は正課授業外で昼休みに実施していたもの
を、鈴木が担当する日本語の授業の一環として実施した。これにより、学
生同士が会い、教員が指導・支援できる回数や機会を確保することができ
た。そして、教室の中にさまざまな言語・文化的背景を持つクラスメート
がいることを意識付け、学びあう場を作るために、初回で自己紹介の言葉
を教えあう、毎回の振り返りや調査計画書を学習言語で書く、グループの
進捗状況等をお互いに報告する、などを行った。またアカデミックスキル
の養成については、授業の一環ということもあり、問いの立て方や、パイ
ロット調査を行ったうえで本調査に取り掛かること、インタビューの練習
などを組み込んだ。さらにアドバイザー教員には、発表の日のみ参加して
もらうのではなく、準備段階から関わってもらうようにした。
　今後も学生たちが、母語を含む使える言語をすべて使ってコミュニケー
ションし、協働して課題を達成できるようになるための取り組みとして、
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多言語での共修を継続して行っていきたいと考えている。
付記　本プロジェクトの模様は、下記にて公開している。
　　　https://www-user.yokohama-cu.ac.jp/~linguae/
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